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パネル枚数
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250Ｗ1枚あたり定格出力

パネル断面図

工事中も雨水流出対策をすることとする。
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仮称　牛久○○太陽光事業 1/300株式会社○○○○ 土地利用計画図（パネル配置図）

門扉（施錠付）

周囲素掘側溝・小堤設置

道路中心線
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素掘側溝・小堤断面図
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発電（送電）出力 49.5kＷ

FIT法
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ＰＡＳ・ＵＧＳ
・ＵＡＳ等

変電設備又はＱＢ

1号柱

Ｗ＝600 Ｗ＝600

□①周囲フェンス・門扉の位置・種類・高さの記載

隣地住宅

素掘側溝

小堤

□⑨住宅の位置（隣地の住宅等ある場合）

　住宅側から反射、眺望に対して要望がある場合、

　植栽等の旨記載

□⑩雨水・土砂流出対策のため調整池、周囲小堤、

□③道路・隣地境界線名の記載

□④方位の記載

（道路・境界ごと程度）

□⑤基準点・隣地・現況計画レベルの記載

□⑧事業者情報の看板の位置の図示

　素掘側溝等の図示

□⑫雨水・土砂流出対策の小堤、素掘側溝等の

　高さ等がわかるものを図示

□⑭縮尺・図面名の記載

□⑬工事中も雨水・土砂流出対策する旨の記載

記入内容

※文字等は赤字などで見やすくすること

□⑪パネルの角度・枚数、定格出力（１枚あたり）、

　発電(送電）出力、FIT法の対象について記載

□⑦電柱、変電設備、責任分界点などを凡例の記載

□⑥緩衝帯の幅員の記載（隣地境界線ごと）※注１

※注１

住宅地側（隣地、道路向かい含む）について

既存森林の保存または、植樹による緩衝帯に努めること

パネル48枚
20400×4000

パワーコンディショナー

（キュービクル等）
変電設備

凡例

区分開閉器

1号柱（架空線の場合）

設計

現況
地盤高

□②道路幅員・市道番号・建築基準法の種別の記載
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責任分界点

⑬

⑫
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ＤＧＲつきＰＡＳ

⑪ 眺望にした高さにすること

住宅への反射光を考慮すること

③

高さ３００以上、幅６００以上が望ましい

Ｗ＝3500
Ｈ＝1500

例：雨水調整池

Ｌ＝9000


